






























































































































みは他にもいくつかなされてきている（坂野 ,1989; 坂 野・
東條 ,1986; 桜 井 ,1987;Tipton & Worthington,1984）。
　その中で、インターンシップ体験のような特定の年齢，
未経験の個別状況においては，特性的自己効力感を測定す




した。首都圏の 13 歳から 92 歳までのコミュニティサンプ

















































































































2016 年度の 59.4％より 8.7 ポイント増加した。また，2018














































































































































































































































































v 　Taylor, K. M. & Betz, N. E. 1983 Applications of self-
efficacy theory to the understanding and treatment of 
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